
関西支部

 【施工体制】

　   元請：Ａ社 ３名

発  生  日  時

災 害 の 程 度

伐　採 運　搬 仮  設

13:57　被災者をヘリにて救助

管理社員 24歳

物の飛来・
落下

墜落・転落

（様式－1）

 令和　７ 年９月１1日（木曜日）１２ 時３０分

災 害 速 報

経験年数　6年

くもり

撤  去基  礎

天  候

 死亡　-　名 負傷　１名

モノレールルート調査における滑落災害

災

害

の

状

況

原     因

工 事 の 種 類
調査
測量

災 害 の 種 類 感　電

14:00　レスキューヘリが被災者を乗せ現地出発

レスキューヘリ→ドクターヘリに連携し搬送（○○病院）

その他

組  立 足  場 架  線 その他

その他崩壊・倒壊
はさまれ・
巻き込まれ

共同作業
者の過失

切れ・
こすれ

転　倒

作業準備
の不良

作業方法
の不良

工具防具
の不良

電気工作
物の不良

作業者
の過失

 【発生状況】

　   通勤用モノレール設置のため、過去のモノレール調査ルートを歩行中、滑落した。

 【工事内容】

　   鉄塔部材修繕工事における通勤用モノレールルート調査

 　（構成）

13:48　レスキューヘリが被災者を発見

・現場監督者 　　男性 36歳（経験13年）

・副現場監督者 　男性 46歳（経験28年）

・副現場監督者 　男性 24歳（経験6年）　　被災者

 【発生経緯】

 　  9/11　8:30 調査開始（歩行順序：先頭から現場監督→副監→副監（被災者））

12:30 災害発生（歩行中に滑落）　3名中1名滑落　※滑落箇所の斜度38.7度

12:40頃　被災者の滑落場所に到着（現場監督者、副現場監督者）

14:30　労基、警察による現場検証開始

　　15:10　現場検証完了 
15:30　登り口に下山後、事情聴取（労基、警察）

　　【被災状況】

応急処置実施　※意識あり　滑落の経緯は不明（本人憶えなし）

12:42　電波状態が悪く連絡できる所まで移動（現場監督者）

13:00　消防、警察、労基に連絡（現場監督者）

13:36　消防、警察、労基到着（乙15登り口）

13:38　レスキューヘリが被災箇所上空に到着

右肩甲骨骨折、頭皮皮膚挫傷（内臓、脳には異常認めず）

　　【安全装備】

手袋、リュック3kg（飲料水、調査用資材）、安全靴

※調査内容から保安帽不要と判断し持参なし



【発生概要図】

　   ・副現場監督者 　男性 24歳（経験6年）　　被災者

【現地状況】

（様式－2）

災　害　概　要　図
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